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な感情が込められた作

昂を古雅な轡きの弦楽

器とピアノ(プレイエ

ル製〉で奏されると、

えもいわれぬ芳醇(ほ

うじゅん)な薫りが立

ち上る。国頭から緊迫感あふれる

アンサンプルに脳が覚醒する患い
+ぷ
μ」。

'n 
「シユーマン.ピアノ四重奏&

五重奏J/イザベル ・フ7ウス ト
(ヴァイオリン)、アンネ ・カタ

リーナ ・シュライパー (ヴァイオ

リン)、アントワン ・タメスティ

(ヴィオラ)、 ジャン=ギアン ・

ケラス(チェ ロ〉、アレクサンド

ル ・メルニコフ(ピアノ)/キン

グインターナショナル/KKC

6776/税込み3500円
(器楽、室内楽、オペラ、声楽、

バレエから選定)

演奏家は、室内楽の

分野で人間性と音楽性

の両方が合う仲間を見

つけ、ともに演奏する

のが大きな楽しみだと

いう。シユーマンのピ

アノ四重奏曲、ピアノ五重奏曲

は、その意味で患がぴたりと合う

演奏家が集まらないと、作晶の偉

大さが伝わらない難しい作昂であ

る。

ヴァイオリンのファウス卜とシ

ユライパ一、ヴィオラのタメステ

ィ、チェロのケラス、ピアノのメ

ルニコフというまさに現代を代表

する名手が勢ぞろいしたとの録音

は、各人が1600~ 18oo年代に制作

された楽器を用い、 シューマンの

魂に近づくような奥深く文学的で

歌心にあふれたアンサンプルを繰

り広げている。主主愁、劇的、悲哀、

償保(しょうりい〕など多種多様

伊熊よし子の1枚

クラシック

本立て

「
資
産
運
用
立
国
」
の
深
層

ア
メ
リ
カ
の
金
耐
覇
権
と
く
ら
し
の
危
機

山
田
憎
文
蕃

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
異
次
元
金
融
緩
和
に
よ

る
異
次
元
リ
ス
ク
が
、
つ
い
に
国
民
生
活
を

新日本出版社
2420円

ニ
ッ
ポ
ン
は
お
い
し
い
!金
丸
弘
美
著

農
業
と
食
で
新
た
な
事
業
に
挑
む
女
性
た

ち
を
各
地
に
た
ず
ね
た
ル
ポ
で
す
。

理工図・
2090円

価格l<l税込み

襲
い
始
め
た
|
。
禁
じ
手
を
使
っ
て
「
進
む

も
地
獄
、
退
く
も
地
獄
」
と
い
う
事
態
を
自

ら
招
い
た
政
府
は
無
策
。
本
書
は
こ
の
リ
ス

ク
の
特
徴
を
解
明
し
解
決
策
を
探
り
ま
す
。

「物
価
の
番
人
」
な
の
に
物
価
高
で
苦
し

む
家
計
を
救
え
な
い
日
銀
。
長
期
の
経
済
低

迷
の
中
で
の
株
高
。

「貯
蓄
か
ら
設
資
へ
」

と
誘
う
政
府
。
そ
の
背
景
に
は
ア
メ
リ
カ
を

中
心
と
す
る
巨
大
金
融
資
本
に
よ
る
グ
ロ
ー

バ
ル
市
場
支
配
が
あ
り
ま
す
。
外
貨
に
支
配

さ
れ
た
日
本
経
済
の
実
態
に
迫
り
ま
す
。

た
と
え
ば
有
機
野
菜
の
朝
市
を
名
古
屋
の

繁
華
街
で
泊
年
間
運
営
し
て
き
た
吉
野
隆
子

さ
ん
。
多
く
の
新
規
就
農
者
も
育
て
、
農
林

水
産
祭
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
も
受
賞
し
て
い

ま
す
。
静
岡
県
菊
川
市
で
ゼ
ロ
か
ら
レ
タ
ス

栽
培
を
始
め
、
犯
か
の
大
規
模
農
家
に
な
っ

た
塚
本
佳
子
さ
ん
。
都
市
部
の
生
産
緑
地
の

借
地
に
よ
る
新
規
就
島
第
1
号
の
東
京
都
日

野
市
の
梅
村
桂
さ
ん
な
ど
。

楽
し
く
盛
業
を
諮
る
ロ
人
は
、
農
業
は
男

性
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
壊
し
ま
す
。


